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まちの魅力“再発見”シリーズ No.4「金田心象書道美術館」
かねだしんしょう

開館時間：午前10時～午後４時　　　観覧料：大人300円、小・中・高校生150円
休館日：月曜日、祝日（5/3～５は開館）、年末年始、展示替日は臨時休館

　今月号は、幌延町が生んだ書家、金田心象先生の作品を展示する「金田心象書道美術館（心象館）」を
紹介します。
　心象館は、日本初の書道美術館として1990年にオープンし、書作品約1700点をはじめ、硯、筆、陶器
類など約400点が収蔵されています。主に大型の書作品を１
階に、小型の書作品と愛用品を２階に展示しています。また
館内には喫茶コーナー「書カフェ」も設けられており、年に
数回町内外のサークルや一般の方々の作品を展示するミニギ
ャラリー展が行われるほか、各種コーヒー（有料）を楽しむ
ことができます。
　毎年冬には、心象館の落ち着いた空間を活用したコンサー
ト「心象館音楽の夕べ」を開催しています。

秘境駅：糠南駅 ～今月の駅ノート～
今月の「駅ノート」は、硬券入場券即売会が開催された、秘境駅ランキング
10位・糠南駅です。

国鉄時代の踏切標識が残る踏切より見た、
糠南駅ホームと待合室

9/30　また来ました。

今日は　たまたまイベン

トの日、Lucky day 木も

きれいになって　いい気

分になりました。

また来ます、いや　また

降ります。

Y、H

≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫

　はい、乗って降りていただくことが、駅が存在する一番の意義ですね！

　秘境駅フェスタの一環として、糠南駅硬券入場券即売会が開催され、

たくさんのお客さまにいらしていただきました。ホームと待合室へ続く

床や足組が補修されきれいになった駅と景色を、多くの方々に降りてぜ

ひ観賞いただきたいと思います。
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